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２０２６年１月 全国百貨店売上高概況 
２０２６年２月２５日 

Ⅰ．概 況  
 

１．売上高総額            ４，９１５億円余 

２．前年同月比（増減率）  

（１）全  国            ２.３％（２か月ぶりプラス） 

   ①１０都市（10 地区）       ２.９％（２か月ぶりプラス） 

   ②１０都市以外（7 地区） －０.１％（３か月連続マイナス） 

（２）国  内         ５.５％（６か月連続プラス） 

（３）インバウンド（免税売上）－１９.１％（３か月連続マイナス）※ 

 
   ※インバウンド（免税売上）は、別紙「免税売上高・来店動向」参照 

【特 徴】 
1 月は売上高（2.3％増/2 か月ぶり）、入店客数（1.6％増/4 か月連続）共に前年実績を上回

った。国内顧客売上が好調に推移し、インバウンド売上の減少分をカバーした。ラグジュア

リーブランドや時計、宝飾品等が売上を牽引したほか、各社企画の外商顧客向け催事やイベ

ントも売上と集客に寄与した。初商は本年も一部店舗で年始の休業日増による後ろ倒しを実

施したが、食料品を中心に盛況だった。 

インバウンド（免税売上）：春節休暇の月ズレ（昨年 1/28～2/4、本年 2/15～2/23）や、中国

の訪日渡航自粛要請による航空便数減少等から、売上高 501 億円（19.1％減/3 か月連続/シ

ェア 10.2％）、購買客数 46.8 万人（21.0％減/3 か月連続）と共にマイナス。 

国内市場：ラグジュアリーブランドや宝飾品等の高額品好調で前月より 4.9 ポイントアップ

し、5.5％増（シェア 89.8％）と 6 か月連続のプラス。10 都市は 7.2％増（札幌、広島を除く8地

区プラス）、地方（10 都市以外の 7 地区）も 0.1％増と 3 か月ぶりにプラス転換。 

都市（10 都市）［免税売上含む］： 9 地区で対前年プラス。高付加価値商材や婦人服・洋品、菓

子が好調に推移。札幌は前年高伸反動影響によりマイナス。 

地方（10 都市以外の 7 地区）［免税売上含む］： 関東、近畿、四国の 3 地区で対前年プラス。美

術・宝飾・貴金属は二桁増。 

商品別：主要 5 品目のうち、身のまわり品、雑貨、食料品の 3 品目で対前年プラス。主力の

衣料品は、紳士服、子供服は苦戦も、婦人服は気温低下に伴いコート等重衣料やニットや

セータ等防寒アイテムが稼働。時計、宝飾品は一部ブランドの価格改定前の駆込み需要も

あり好調に推移。化粧品も同様に一部ブランドで価格改定前の駆込みが見られた。食料品

では生鮮食品が 22 か月連続減と苦戦が続くが、菓子は手土産のほか、月中旬からのバレン

タイン催事が活況で高伸。 

 

【要 因・その他】 
   (1) 天 候 ： 気象庁発表「１月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 

    ◇上旬と下旬は冬型の気圧配置となりやすく、北・東・西日本日本海側を中心に大雪となった所があった。平均気温は、

北日本では低く、東日本、西日本では平年並だった。降水量は、北・東日本日本海側でかなり多かった一方、東・西日本

太平洋側、西日本日本海側はかなり少なかった。日照時間は、東・西日本太平洋側、西日本日本海側でかなり多かった。 

(2) 営業日数増減     ２９.４日（前年同月比 －０.３日） 

(3) 土･日･祝日の合計    １１日（  〃    土曜１日増） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比／有効回答数１０２店舗） 

     ①増加した：３９店、②変化なし：２９店、③減少した：３４店 

  (5) 調査対象百貨店  ７０社 １７６店 （前年１２月対比：±０店）（前年同月比：－３店） 

  (6) 総店舗面積    ４,４６２,０４３㎡ （前年同月比：－１.０％） 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 491 ,589 ,346 100 .0 2 .3

10都市 388 ,350 ,976 79 .0 2 .9

札幌 14,887,595 3.0 -9.3

仙台 6,375,076 1.3 1.9

東京 145,685,536 29.6 2.0

横浜 31,146,423 6.3 8.0

名古屋 39,232,993 8.0 7.9

京都 23,269,498 4.7 2.0

大阪 86,059,625 17.5 3.5

神戸 13,080,607 2.7 7.6

広島 6,804,169 1.4 0.1

福岡 21,809,454 4.4 0.6

10都市以外の地区 103 ,238 ,370 21 .0 -0 .1

東北 3,653,920 0.7 -6.1

関東 48,017,078 9.8 1.1

中部 5,550,520 1.1 -8.5

近畿 16,229,451 3.3 2.4

中国 7,872,890 1.6 -0.5

四国 5,892,107 1.2 5.5

九州 16,022,404 3.3 -2.8

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 491 ,589 ,346 100 .0 2 .3

紳士服・洋品 27,279,966 5.5 -3.1

婦人服・洋品 98,555,482 20.0 0.2

子供服・洋品 6,717,738 1.4 -3.5

その他衣料品 6,360,138 1.3 -9.5

衣　　料　　品 138 ,913 ,324 28 .3 -1 .2

身のまわり品 88 ,364 ,271 18 .0 0 .4

化粧品 40,638,228 8.3 0.2

美術・宝飾・貴金属 56,331,135 11.5 17.7

その他雑貨 12,712,660 2.6 3.8

雑　　　　　　貨 109 ,682 ,023 22 .3 8 .9

家　　具 3,459,752 0.7 -1.9

家　　電 1,403,581 0.3 -0.9

その他家庭用品 10,238,634 2.1 -4.3

家　庭　　用　品 15 ,101 ,967 3 .1 -3 .5

生　鮮　食　品 15,869,648 3.2 -1.2

　菓　　子　 41,144,663 8.4 9.3

　惣　　菜　 24,854,587 5.1 1.9

その他食料品 31,974,936 6.5 -0.8

食　　　料　　　品 113 ,843 ,834 23 .2 3 .2

食　堂　　喫　茶 10 ,128 ,762 2 .1 -0 .3

サ　ー　　ビ　ス 3 ,608 ,566 0 .7 -8 .2

そ　　の　　他 11 ,946 ,599 2 .4 6 .2

商　　　品　　　券 3 ,801 ,632 0 .8 -9 .1

全国百貨店　売上高速報 2026年1月
第１表　　地区別売上高

※店舗数調整後　（　）が調整前
対前年増減(-)率　(%)

※

　対前年増減(-)率　(%)
※

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、

   総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。

注)　２０２３年２月より、北海道の１店舗を地区区分１０都市の札幌に合算しております。
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Ⅱ．地 区 別 の 動 き  

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

地区 
売上前年比 

（増減率） 
寄与度 トレンド 

１０都市 ２.９ ２.３ ２か月ぶりプラス 

札 幌 －９.３ －０.３ ３か月連続マイナス                                                                         

仙 台 １.９ ０.０ ３か月ぶりプラス 

東 京 ２.０ ０.６ ３か月ぶりプラス 

横 浜 ８.０ ０.５ ２か月連続プラス 

名古屋 ７.９ ０.６ ６か月連続プラス 

京 都 ２.０ ０.１ ２か月ぶりプラス 

大 阪 ３.５ ０.６ ２か月ぶりプラス 

神 戸 ７.６ ０.２ ６か月連続プラス 

広 島 ０.１ ０.０ ２か月ぶりプラス 

福 岡 ０.６ ０.０ ２か月ぶりプラス 

10 都市以外の地区 －０.１ －０.０ ３か月連続マイナス 

東 北 －６.１ －０.０ ６か月連続マイナス＊ 

関 東 １.１ ０.１ ３か月ぶりプラス 

中 部 －８.５ －０.１ １２か月連続マイナス 

近 畿 ２.４ ０.１ ２か月ぶりプラス 

中 国 －０.５ －０.０ ２か月連続マイナス＊ 

四 国 ５.５ ０.１ ２か月ぶりプラス 

九 州 －２.８ －０.１ ５か月連続マイナス 

   （注 1）北海道、東北、中国、九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行した。（２００５年までは６大都市） 

       （注 2）２０２３年２月より、北海道の１店舗を地区区分１０都市の札幌に合算した。 

【前年同月比（増減率）推移】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年
1月

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
2026年
1月

全 国 5.2 -1.5 -2.8 -4.5 -7.0 -7.8 -6.2 2.6 1.4 4.3 0.9 -1.1 2.3

10 都 市 7.0 -0.7 -3.0 -5.1 -8.4 -8.5 -6.9 2.9 3.2 5.5 1.2 -0.4 2.9

10 都市 以外 -0.8 -4.2 -2.1 -2.1 -1.6 -5.0 -3.4 1.4 -5.2 0.1 -0.2 -3.6 -0.1

国 内 0.4 -3.5 -2.0 -1.0 -0.8 -2.8 -1.8 3.5 1.6 3.9 1.3 0.6 5.5
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Ⅲ．商 品 別 の 動 き  

 

主要５品目は身のまわり品、雑貨、食料品の３品目がプラスとなった。 

その他の品目は婦人服・洋品、化粧品が２か月ぶり、美術・宝飾・貴金属、菓子が６か 

月連続でプラスとなった一方、紳士服・洋品が２か月連続、生鮮食品が２２か月連続で 

マイナスとなった。 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

商品別 
売上前年比 

（増減率） 
寄与度 トレンド 

総額 ２.３ ― ２か月ぶりプラス 

紳士服・洋品 －３.１ －０.２ ２か月連続マイナス 

婦人服・洋品 ０.２ ０.０ ２か月ぶりプラス 

子供服・洋品 －３.５   －０.１ ３か月連続マイナス 

その他衣料品 －９.５ －０.１ ３か月連続マイナス 

衣料品 －１.２ －０.３ ２か月連続マイナス 

身のまわり品 ０.４ ０.１ ３か月ぶりプラス 

化粧品 ０.２ ０.０ ２か月ぶりプラス＊ 

美術・宝飾・貴金属 １７.７ １.８ ６か月連続プラス＊ 

その他雑貨 ３.８ ０.１ ９か月連続プラス＊ 

雑貨 ８.９ １.９ ６か月連続プラス 

家具 －１.９ －０.０ ３か月連続マイナス 

家電 －０.９ －０.０ ４か月連続マイナス 

その他家庭用品  －４.３ －０.１ ３か月連続マイナス 

家庭用品 －３.５ －０.１ ３か月連続マイナス 

生鮮食品 －１.２ －０.０ ２２か月連続マイナス＊ 

菓子 ９.３ ０.７ ６か月連続プラス＊ 

惣菜 １.９ ０.１ ４か月連続プラス＊ 

その他食料品 －０.８   －０.１ ３か月連続マイナス＊ 

食料品 ３.２ ０.７ ２か月ぶりプラス 

食堂喫茶 －０.３ －０.０ ２か月連続マイナス 

サービス －８.２ －０.１ ３か月ぶりマイナス 

その他 ６.２ ０.１ ２か月連続プラス 

商品券 －９.１ －０.１ ２３か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に 

     ついては２００６年１月から細分化した。 

 

 

 

お 問 い 合 わ せ は 、 日 本 百 貨 店 協 会  橘 ・ 青 柳  ま で  

TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 
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